














































































































































































































































































































































































































































別され,ともにA. mexicana, A microphylhz, A. carolinianaの三種とは区









行ったが,やはりA. mexicana, A. microphylla, A. carolinianaの三種の区
別は出来なかった27)｡この3種の間では交雑が簡単でFl世代の生殖器官は
正常でF2世代もできた0 -万, A. microphyllaとA.jiliculoidesの雑種の
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レーン: 1, USDAllO; 2, USDA31; 3, TARC112; 4, TARC42; 5,
NIAES3175 ; 6, TARC86 ; 7,TARC113.
矢印はフラグメントの位置を示している｡数字はDNAサイズ(Kb)
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図4　超反復配列保有株ゲノム上のRS推定コピー数
したが, RSαのコピー数はそれほど多くはありませんでした｡ RSのよう
な反復配列は,コピー数の少ない株からコピー株の多い株がRS転移に
よって生成されると考えるのが自然であります｡超反復配列保有株の出現
の有無や頻度と出現した場合のRSコピー数は土壌によって大変異なって
いました(図1,図3)｡したがって,超反復配列保有株が生成されやすい
環境条件が存在しているのではないかと想像されました｡
次に,超反復配列保有株と正常株の共生状態の性質と単生状態における
生育速度を比較検討しました｡両者は共生状態においてほぼ同等な窒素固
定活性とヒドログナ-ゼ活性を示しました｡しかしながら, YM液体培地
における対数期の生育速度は超反復配列保有株において明らかに減少して
いました(図5)｡ちなみに,通常株の世代時間が4-6時間であるのに対し
超反復配列保有株のそれは5-9時間でありました｡これらの結果は, RSα
などの反復配列が増殖に関連する遺伝子内に転移している子とを示唆して
いると考えられました｡自然界には人工培地上で生育の遅い微生物が多数
生息していることが知られていますが,このような転移性因子が関与する
可能性も考えられます｡
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5.ダイズ根粒菌における変異の集積と進化
ここで観察されたRSフィンガープリントの多様性と土壌による偏りは
何を意味しているのでしょうか｡RSフィンガープリントの相違は,RSα･
RSβ配列のゲノムf-.の位置やコピー数の相違またはRS配列周辺のXhoI
の認識部位の塩基置換によって生じるので, RSフィンガープリントが異
なっている単離株は当然異なったクローンすなわち異なった薗株です｡し
たがって, RSフィンガープリントの多様性は, 1カ所の圃場の土壌におい
ても遺伝的に多様なダイズ根粒菌群が生息していることを示しています｡
土着ダイズ根粒菌のこのような遺伝的多様性が,単　一クローンである接種
菌より土着歯の競合力の高い原因の一つではないかと考えられました0
真核生物は,一般に減数分裂と受精によって遺伝的交雑を行い,地理的
隔離や生殖的隔離を通じて種という交雑可能な集団を形成します｡一方,梶
粒菌のような原核生物は,接合などの特殊な場合以外は集団としての進化
共生窒素固定蘭のMolecular Ecologyをめぐって　77
は考えにくいとされています｡したがって,細菌などの原核生物における
種の概念や定義は経験に基づいた便宜的なものであり,種を形成する要因
についても全く不明です｡それでは,個々の細菌細胞が勝手気ままにDNA
Lに変異を集積して現存している細菌群を形成したのでしょうか｡
上述の上着ダイズ根粒菌の例は,遺伝的変異の方向や集積速度は土壌に
ょって異なっていることを示唆しています｡このような変異には,共生細
菌に特有な宿主植物の有無や種類が大きく影響していると推定されまし
た｡また,一般に共生に関連した遺伝子の起源は共通であると考えられて
おり,相当系統が離れている生物間においてもその相同性は高く維持され
ています｡例えば, commonnod遺伝f･ (nodABCgenes)は属o)異なっ
た根粒菌でもよく保存されており,ニトロゲナーゼの構造遺伝If- (mjH-
8g)は根粒菌でも単生窒素固定細菌でもよく保存されています｡しかも,
面白いことにダイズ根粒菌の場合これらの共生遺伝子のクラスター周辺に
RS配列が群がるように存在しています｡したがって,これらの細菌間で部
分的に遺伝子のやりとりが行われている可能性があり,進化的時間スケー
ルでは遺伝的交雑も部分的に可能な集団としてとらえる必要があるのでは
ないでしょうか｡
Hさん｡私は,根粒菌のMolecularEcologyをめざして,上着ダイズ根
粒菌のフィンガープリントの記載や,超反復配列保有株の特徴などを調べ,
想像力をたくましくして色々な考察をしてきました｡ DNAフィンガープ
リント以外の方法であっても,環境中の微生物のMolecularEc()1()gyを研
究してゆこうとすれば,当然多数の試料を扱う必要があるため人変な仕事
になります｡私の感触からすると,記載的な仕事の積重ねがさらに必要だ
と思いますが,いったい何のために行なっているのかということが時々脳
裏を横切ります｡環境中の微生物のM｡lecular Ecologyの分野でも解析的
でダイナミックな研究がでてくれば,さらに魅力的な分野になるのではな
いでしょうか｡
それでは失礼します｡
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